
タイトルのTuuliとはフィンランド語で風を意味します。皆様のもとにさわやかな風をお届けしたいと願っています。 

  早めの梅雨入り宣言でしたが、雨が降らず空梅雨かと思われました。ようやく雨が降ったかと思えば温
度と湿度の高い日が続きます。どうぞ熱中症にお気を付けください。 
 さて先日スオミケアハウスの入口のツバメの巣が空っぽになっているのに気が付きました。道路側でス
オミにお住まいの方から「ほら、電線に止まっているわよ。」と教えていただきました。するとちょうど
そこに親鳥がやってきて、その子ども達にえさを与えていました。ツバメは孵化した後、２０日間くらい
巣で親からえさをもらいながら過ごします。巣立った後もこのように数日間は-餌をもらいます。 
 それに比べてカルガモの雛たちは、生まれたその日のうちに、スオミケアハウス５階から根川に向かっ
て飛び立ちます。地上に巣を作るものの宿命だそうです。今年もスオミケアハウスの５階にカルガモの可
愛い雛の姿が見られますように！ 
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納 涼 大 会 の お 知 ら せ  

 今年も納涼大会の季節がやってきます。至誠ホームの納涼大会は、利用者の皆さんだけで 
なく、ご家族や地域の方々も楽しみにしていただいています。そこで今年も例年通り、 
大勢のボランティアさんにご協力をお願いし、楽しい集いにしたいと思います。 
 ご協力のほどお願いいたします。 
 

  日 時 ： 7月2６日 金曜日 18：00～20：00 
 

  場 所 ：  の場合 至誠ホームけやき広場       の場合  至誠ホーム本館内 
 

  内 容 ： 盆踊り おはやし 模擬店 お遊び 花火など 
ボランティアさんもぜひ利用者の皆さんとご一緒にお楽しみください！ 

 

着付け・送迎・付添い・会場係などのボランティアがあります。 
 

申込用紙を受け付けに置きますので、軽食準備のため、ぜひ事前にお申し込みをお願いいたします。 
 

お車でのご来園はご遠慮ください。 
 

当日のボランティアさんの人数は１００名を超える予定です。お手荷物のお預かりはできませんの
でご了承ください。 
 

 ボランティア講座の第２回の車いす操作の実習についてお知らせいたします。ボランティア経験の
長い方は「いまさら車いす実習でもない」とお考えかもしれません。確かにボランティアを始めてい
ただくときには必ず車いす操作の実習を行います。声掛けはできているか、フットレストから足が落
ちていないか、狭いところを通るときひじはちゃんと中に入っているか、などのチェックポイントを
学びます。 
 

 年に一度確認の意味でもぜひボランティア講座の受講をお勧めいたします。大きな行事の折に、
「リクライニングの車いすの方の介助を頼まれて戸惑った。」というご経験はありませんか？車いす
は種類がいっぱいあり、操作の方法も千差万別です。すべてお見せするわけにはいきませんが、ぜひ
いくつかはご紹介したいと思います。 
 

 車いす介助でお散歩に行けたり、いろいろな行事に参加できる機会が広まります。利用者の皆さん
にとって楽しみな反面、危険も伴います。ぜひ正しい操作方法を学んでいただき、事故を防ぎ、楽し
い活動につなげたいと思います。他の講座もまだ余裕があります。是非、ご参加ください。 
  
 

  

車 い す 実 習 に つ い て の お 知 ら せ  
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  特養の入居者の方お二人の将棋のお相手をしてくださるボランティアさんを募集しています。おひ
とりは３段で、将棋を指すのを楽しみにしておられます。もうおひとりはゆっくりおしゃべりをしな
がら、お相手をお願いいたします。 
場 所：至誠ホーム本館 ２階、３階 
日 時：ご相談に応じます 
 

詳しくはボランティアコーナーまでお問い合わせください。 

将 棋 ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 

    特養に入居なさっている方の衣類等のリフォームや介護用品の製作をお願いします。 
またお年寄りがけがをしないように、リハビリ室の職員と一緒にいろいろ工夫をしながら、 
クッションやカバーなどを作ってくださるボランティアさんを募集します。 
 

時 間：１０時～１２時（準備、後片付けを含む） 
人 数：２～３名   ♦場 所：至誠ホーム本館２階   
※ 詳しい内容についてはボランティアコーナーにお問い合わせください。 

縫 い 物 ボ ラ ン テ ィ ア 募 集  

レ ス ト ラ ン ス オ ミ  ご 利 用 に 関 し て 
 

 一日のボランティア活動の時間が５時間を超える場合は、レストランスオミでの昼食券をボランティ
アさんにお渡ししています。おいしいお食事をどうぞお楽しみください。 
 ただ、ここは一般のレストランと同じく、お弁当や、デザートなどの持ち込みは 
ご遠慮いただいております。スオミの居住者の方々だけでなく、地域の皆様にも 
ご利用いただいています。どうぞご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

感 謝 の つ ど い の ご 報 告 

 第６２回至誠ホーム開設記念感謝の集いが６月１日無事終了しました。お天気に恵まれ大勢の方
にお集まりいただき盛大に執り行われました。至誠ホームに日ごろからかかわってくださっている
方々にお集まりいただき感謝の意を表すとともに開設記念を祝う会でした。 
 

 本年度錦地区では２５年の岩下昭子氏をはじめ３４名２グループのボランティアさんに表彰状が
贈られました。 
 

 先日第４回日本の歌コンサートをしてくださった宮﨑京子さんもお越しくださいました。宮﨑さ
んはご自身のホームページで、「感謝状・・初めてです・・うれしいです。」と感謝状の写真を載
せて感謝の集いをご紹介くださいました。 
 

 ボランティアを代表して、ホーム喫茶ボランティアのお店「なでしこ」の小野瑛子氏がご挨拶く
ださいました。小野さんは３２年の活動に終止符を打たれます。 
 

 また錦地区では特別感謝状が１名、１グループの方に贈られました。 
 

 横田のり子氏は、高等学校教育でボランティア部の指導教員として生徒とホームの懸け橋となっ
て福祉の場で働く人材の育成にご尽力くださいました。３月でご退職でした。 
 

 中藤ボランティア会はTuuliでもご紹介いたしましたが、特養の利用者の介護用品などを作ってき
てくださいました。６月でグループが解散となりました。 
 

 このほかにも、ボランティア活動終了というご連絡をいただいている方々もいらっしゃいます。
長い間至誠ホームを支えていただきありがとうございました。 
 

 またスピーチをしてくださった３名の方々からとても温かいお言葉をいただきました。心より感
謝申し上げます。ありがとうございました。 
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